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　目的　今日の成熟した消費社会:; おいては、初質的充実から精神的充実へと価値観も変

1ﾋしている。このような環境変化に伴い衣生活においても高級、高質、高感性化への志向

変化が顕著であろ。本報では中高年女性をとりあげ、社会規範などの被服行動や着用意識

について調査を行い、この年齢層の特性についていくつかの知見を得たので報告する。

　方法　女子大生の母親で& ろ中高年女性（4o～50 m.代）を対象にアンケート調査を実施

した。被験者の有効回答数は　255名であ･0.調査時期は昭和63年10月である。データの分

析は単純集計、クロス集計とし、被服行動や着用意識について40の質問項目を設定し、４

段階尺度を用いて評定してもらった。吹に評定結果に因子分析を適用すろことにより、基

本的因子を抽出し、因子得点から被験者｡の特徴を検討した。

　結果　単純集計の結果から。中高年女性の被服行動と着用意識については、「流行でも

似合わないものは着用しない」「洗濯や保管に配慮すろ」「勧められても気til入らないも

のは購入しないｊ　r 気に入った服装は気分爽快にし志気を向上させろJ　r 服装にI考慮して

人にi*う」「異性を意識じてmm は考えない」「通IS ･カタログ販売は利用していない」

の項目に。9 0％以上の人が肯定していることが顕著となった。また因子分析の結果、基本

的因子として関心性、機能性、同調性、志向性、流行ft. 伝統性、規範性、管理性、経済

性などの12因子が抽出された。なお累積因子寄与率は　58.12％である。クロス集計のχ’検

定結果から、ｒサイズに対してゆとり量の多いものや伸縮素材丿及ぴ「デザインに個性が

ないという既製1 iz対する不満と保守的なon 装志向」などの間に有意な関係がみられた。
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　目的　中高年女性は、ライフスタイルの多様化の中にあって、保守性を求める一方で心

の豊かさや、個性的表現を求める傾向がある。現在の衣生活は、ほとんど既製服の中から

選択し、着用することが多いと思われる。本報では、既製服に対する評価及び、要望と不

満について検討した。

　方法　調査の概要は、第１報と同様である。主たる項目は、既製服のサイズの適合性、

デザインと色彩、購入、価格、管理、構造等への評価及び、不満についてである。データ

の集計、分析は、単純集計、クロス集計、X*検定、因子分析の方法を用いた。

　結果　中高年女性の既製服への評価は、全体的には、ほぽ中庸傾向がみられたが、「通

信、カタログ販売の商品は、デザイン、サイズが少ない」「価格｡が高い」「取扱いの困難

なものが多い」という項目では肯定的な結果がみられ、「サイズの適合しないものが多い

」「着くずれしやすいものが多い」等の項目では、比較的否定的な結果であった。因子分

析の結果では、第1 因子にサイズ適合性が、第２因子に価格、購入、管理に関する性質が、

第３因子にデザイン、ブランドに関する性質、第４因子にデザイン、色合いに関する性質

がみられ、第４因子までの累積因子寄与率は、54％であった。クロス集計の結果では、ロ

ーレル指数とサイズや形態への適合性の間で有意な関係があり、a ーレル指数の大な人ほ

どサイズの適合性に不満の大きいことが分かった。また、身長とたけ寸法の適合性との間

にも高度に有意な関係がみられ、中高年女性の場合、身長　150cii以下で約60％が、155C肌

以下で約40％がそでたけやスカートたけの直しを必要としていることが明かとなった。


